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　実験 2では，36 人の日本人英語学習者に対し，実験 1と同じ英文を，（a）チャンク呈示・ポーズありと（b）
文毎呈示という 2条件下で呈示し，筆記再生させた。しかし，条件（a）と（b）に有意差はみられなかった。

























































時間をかけており，労作であると言えよう。特に第 5章に含まれる実験 4，5，6 は，3つセットでの実施の
ため，調査は協力者一人あたり 4時間半も要している。しかし，このことにより，どのようなチャンキング
単位を形成する読み手がチャンク呈示に対してどのような反応を示すのかについて，より適切な検証が可能
となった。そして本論文全体を通して，複数の予備実験を経てから本実験に入っていることなどの綿密性も
高く評価できる。
　今後の課題は，各章で行われた実験結果を大きな観点から統合し，チャンキングのより普遍的な性質を明
らかにすることであろう。すなわち，第一に，各実験を通した考察の整合性を確認することが必要である。
複数の実験が博士論文の中に含まれているため，様々なモデルを用いた解釈が，ある実験では当てはまって
も他の実験ではさらなる考察が必要なところなどもある。第二に，質的考察をさらに充実させ，量的実証研
究から得られたデータを補足説明する必要があろう。そして第三に，先行研究で概観したこれまでの研究成
果と本研究の各々の実験結果を，さらに関連づけて考察をすることにより，本研究の学術的な位置づけを高
めることができると考えられる。また，今後は，読解速度，L2 読解熟達度，ワーキングメモリ容量，言語
特性などの関係性が，常に一定になるように数式で表せられると，チャンク呈示のより良いあり方も透明化
し，教育的示唆も一層大きくなるだろう。
　こうした一定の課題はあるものの，本論は，これまでの心理言語学などの研究成果に裏付けられた，学際
的で緻密な実証手続きを経た研究であり，英文読解プロセスの理論的な解明への寄与は大きく，高く評価で
きるものである。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
